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（論文審ままの要旨）
投球動作中の房内旋モーメント(IRM）と対内反モー メント（VM）の増大が、投球障害の一因とされ、
肩関節を ZeroPosition(ZP）に保持しておくことが肩肘へのストレスを低下させると考えられてい
る。我々 は、 ZPでの外旋筋力（Zero外旋筋力）と ZPでの肘｛申展筋力（Zeroリリース筋力）の評価
を行い、投球障害発生要因を探る一助としているが、 IRM・VMとの関係伎はまだ不明である。目
的は、 Zero外旋筋力と Zeroリリース筋力の｛直と投球動作時のIRMとVMとの関係性を明らかにす
ることである。
野球経験約 10年の健常成人男性14名（23.4士2.6歳）を対象とし、全身の39カ所に反射マーカ
ーを貼付し、全力投球を行わせた。投球動作は、 3次元動作解析装置VICONMX（赤外線カメラ 9
台）と床反力計を用いて測定し、解析はNexusPlug・ In・Gait Modelを用いて最大肩内旋モーメント
(MIRM）と最大肘内反モーメント（MVM）を算出した。Zero外旋筋力及びZeroリリース筋力の計測は
徒手筋力説lj定探モーピィを用いた。 il¥IJ主肢伎は、肩ZP近似肢伎で、肘屈曲 90、前腕邸内外中間伎
とし、等尺性筋力を3回j{lj定し平均値を求めた。さらに、 Zero外旋筋力と Zeroリリース筋力の平均
値を境に、それぞれ高級鮮と低値群にl半分けを行った。統計処理は、 Zero外旋筋力と Zeroリリース
筋力の高値群、低値l手間でMIRMとMVMをt検定で比較した。
MIRMは Zero外旋筋力高値l手で 0.28士0.03Nmlkg、Zero外旋筋力低値群で 0.36士O.lONmlkg
であった。 Zeroリリース筋力商｛直球では 0.29土0.03Nm/kg、Zeroリリース筋力低値群では 0.40土
0.13Nm/kgであった。 MVMはZe1・0外旋筋力高値i洋で0.29土0.03Nm/kg、Zero外旋筋力紙i直l宇で
0.38土0.13N1凶kgであった。 Zeroリリース筋力高値l干では 0.31士0.04Nm/kg、Zeroリリース筋力
低fl直群ではO目41土0.13Nm/kgであった。
上記の結果より、 Zero外旋筋力低徳群と Zeroリリース筋力｛底値群ではMIRM!: MVMが大きい
傾向が示された。今後、対象数を桶やすことにより詳細なデータを示すことができると考える。
本論文は、投球動作における肩あるいは肘の障害発生の要因を、運動障害リハビリテーションの
観点から検討したもので、緩めて有用な資料を示しており、学術上大変価値がある。したがって保
健医療学博士前期（修士）に値するものと判定した。
